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此の研究は，岩手県に於ける農相の食慣行の生態調査を行い，その栄養横棒を明らかにして食生

活改善の方途を発見する事を目的とするものである．

今日までの栄養改善は，不合理な食生活を合理性に導くという言葉を作って，今日の生活を分析

する事なしに・いかなる部面にも無差別に栄養科学をぶつけてきた肺こ難があった．これまでの食

生活の実情では，いかに科学する心が強調されても科学と慣習とは到底結びついてこなかった・燃

し農相の健康は此の不合理な食物の摂取によって，年々低下の状態をたどり，その改善策は今日の

急務となっている・特こ岩手県に於いては総合開発が実施され，農相生活が急速に進．歩しつゝある

ので・それと開聯して自ら食生活の面にもその改善策が考えられなければならない状態である・

農相の食物摂取の方汝は，その生活慣習とその生産様式の歳合によって成立したが，今日の農相

に於ては生産様式が変化しつゝあるのに，生活様式が停滞し，旧慣を残す部分が多い為に食物摂取

の均衡が破られている所に問題がある・即ち生産と治費が園聯的に営まれている農相に於いては，

農家経営のあり方が食物構成に影響を及ぼしてる面が甚大と考えられるので，生活慣習上から摂取

する部分と，生産内容から摂取される部分との食物構成を栄養学的に分析し，その食物摂取の不均

衡の原因並に改善の焦点が何処にあるかを検討した，

本稿に於いては侍こ主穀式経営農相である紫波郡赤石村を中心として述べることにする．

1研究対象の概要

1・拶上定の理由本村は藤原氏時代から古く発達した村であり，生活慣行も伺古いものを残

している．然るにその生産方港は30年以前迄は，水田畑作相半し，自給自足経営．の均衡を備えた経

営様式であった．肝が最近30年の間に急速に米を主とする経営に変り，生産と治費との関聯性に，

大きな変化を示しつゝある様に考えられるので，特こ本村の食物摂取の構成を研究対象として撰定

した・

乳調査対象農家第1表の通りであるが，各部落から中産階級の農家60世帯を，県社会教育

課・村役場を通して抽出した．部落の特徴としては桜町と平沢があげられるが，桜町は日詰町の近

郊で耕地面積が少く・家庭内に現金収入著が此校的多く，経済構造は幾分変っている．平沢部落は

畑作が幾分多くなっているが，他はあまり変化がない様に考えられる・

3・調査方法食物調査は各家庭の私的方面である為，調査に当っては相当国難な点が多

かったが・県社会教育課協力の許に・調査の主旨とその価値及び方法について説明し，協力と理解

を求めた．－76－
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調査の正確を期す為，各家庭に秤  

を備え，その他食品の目安量と献立  

記入例を配布し，調査期間中，県社  

会教育課，村数育委員会から協力者  

を得て，班を細腰し部落毎に巡回し  

て記入指導を行った・   

卒常食については献立表を配布し  

て，各期間卒常の日3日間を指定し  

て，入手別に献立材料を記入し，晴  

食については旧家，分豪，老人の有  

好こよって10世帯を抽出して，一年  

間行事ある毎に記入を行った・其の  

他ほ巡視の際の聴取調査によるもの  

である．   

飼近世期に於ける晴食の構成ほ岩  

手大学教授森募兵衛氏所蔵の資料に  

よるものである．  

2 農業経営の概観   

赤石村の絶入口ほ4，494人（男乳170  

人，女2，324人）で，その人口密度ほ  

290．1人でこれを岩手平均89・7人に比  

較すると約3倍になっている・その  

中農家人口ほ3，474人で総人口の約  

78％が農業に従事している．総世帯  

数748戸，中農家数ほ526戸その中専  

業農家が2朗戸を占め，兼業農家よ  

りも多くなっている．即ち総戸数の  

70プ∠が農家によって占められ，然も  

専業農家が53％を占めていることは  

純農相的性格をもっていると云うこ  

とが出来るであらう。   

その経営形態について見ると，跡  

地髄画題679．1町の中，円は5猟5町  

第1表  調 査 対 象 農 家   

世背教60戸． 世帯人員448人  

※俸給による現金収入のある家庭，数字は人数を示す．以下何錠．  

畠ほ155．6町となってをり田と畠の割合ほ3：1である．畑は普通畠が150．1町，果樹園が4・9町，  

桑園が0．2町で普通畠作経営の性格をもっている．従って米作を中心とした重殺式経営農相である  

これを経営耕地広狭別農家数について見ると次の様である．  

3反未満   43戸  3－5反   49戸  

1町－1・5町 143戸  1，5町－2町   96戸  

3町以上  10戸  

5反－1町  123戸  

2町－3町   96戸  

これから見ると，1町～1・5町が最も多く，中層階級の多い農相である事を示している．  
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次に以上の耕地から生産される農作物の作付面積と収穫高を見ると，第2表の通りである．  

即ち米ほ反当り2．4石で岩手平  

均に比較すると，その収穫高ほ非  

常に高く，畑作作付面蹟の150．1  

町の中主なるものは，大麦，小麦  

約000反で総面積のを其の他大豆  

ほ喜，炭窯ほ大根，きうり等であ  

るが，いづれも漬物用として作つ  

ている状態である．従って此の柑  

第 2 表  農 作 物 牧 庫 高  紫波郡未石村  

■  

種 叫作付面積  1種 別】作付面積l賓牧高  

釆  

努   

力、  奔  

馬 鈴 薯   

甘   藷   

大   豆   

カ、  豆   

ひ  え   

そ  ば   

里  芋   

大  根※   

か  ぶ   

人   参  

12反   

18  

2  

10  

24  

5  

14  

3   

2   

1  

3  

4  

7  

3，776貫   

5，310貰  

300貫   

3，325貫  
かぼちや   
き う り ※   

ト マ ト   

キャベツ ※  

ほうれん草霊  

長   干   

えんど う   

酬  

白  菜※  

9，朝一O貰 ほ米，麦を商品作物として経営t  

l，575貫 豆，読菜ほ自家用として僅かに生  

7，645貰 産しているに過ぎない肝謂重殺式  

子三3書経皆村である・此の様に疏菜類の  

360質 種類が桂めて少く，畳も少いので  

680貰不足分は他より購入しなければな   

らない状態である．   

然し赤石村がこの様な経営構造  

になったのほ極く近代の事で，以  

前に於いては田よりも畑が多く，   

32，640  860貫   

2，450貫  1，OJO貰   

4，080貫  

※主として漬物用  （昭和26，岩手原統計年鑑より）  畑作物も今日の如き単純な経営で  

ほなかった．それが北上川に沿うた水稲作経営に適した土壌と地位とをもっていた為，次第に畑返  

新田に切替えられた為に，現状の如き構造になったものである．此の変化に即応して食生活が如何  

に変質適応してきたかが問題である．  

3 食 物 の 構 成   

赤石村ほ古くから米の生産地として著明な併である．その食習慣も米を中心としていた．その摂  

取の習慣もー般農相と同様，平常食と晴食とを大別し，暗食ほ年中行事食と農事食とを区別した  

が，米を中心とした構成が単純に流れる傾向があった．今之を卒常食，農事食，年中行事食の三つ  

に分けてその摂取構成を分析し，飼これらの食物構成を生産構造と食慣行の両から検討し，本村の  

食物構成が如何なる変質をしてきたかについて考察して見ると次の様である．  

平  常  食  

1・平常食の構成  A）摂取栄養量の概略  赤石村に於ける平常食の摂取栄養量は，農業生産  

と密接な閑聯がある為，季節と特に関係の深い読柔からのⅤ．A，Ⅴ．Cの摂取量ほ，農業生産が無計  

第 3 表  廣 東 条 養 景（一人一口畳）  （昭和27年9月一28年6月調査）  

慧り竺l蛍矧脂（警l含水欝と雲′て話芸l乳g）愕量㍊号諸i号…m芸l㍑  
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H‘杓   ヽ＿・・・・        ご     J    ！                l  

※赤石村りビタミン臥，1う2，Cの絶計は岩手大撃農嬰部小柳数枚の指導により調理時の損失（ビタミン   

Bl，お2は60％の損匁ビタミンCは損失）を除去した数景である■  

画な為，甚しく過不足があるが，カルシウム，脂肪，Ⅴ・Bl，Ⅴ・B2は年間を通じて不足の傾向を奉  

している．即ちⅤ．A，Ⅴ．Cは11月には摂取量の最高を示しているが，6月，9月，2月は農相であ  

りながら必要量を満していないという事ほ，農業生産の栄養に対する無計画を物語り，炭窯の好意  

洪の研究の必要等大いに検討しなければならない事を示している．カルシウムほ必要量のを～喜， 

脂肪は喜，Ⅴ．Rlは喜，Ⅴ．ち2は喜の摂取量で療準に満たない状態である．他の熱量，蛋白質は米， 

魚から充分・摂取されるので概準量を逢かに上廻っているが，質的面ほ必らずしも良好とは言えな  

い．   

B）食品構成上より見た栄養摂取状況（第4表参照）  り穀類 穀類ほ主として米食で，米  

以外の穀類を摂取している併ほ殆んどないといつてよい．然も各農家三戸に卒均一台の動力精米塊  

第 4 表  食品別，月別，入手別鏡板畳  （紫波部赤石本り  

昭和27年9月′一昭和28年6月調査  

」 
・－－  

叫  

i3・5書いl・8‡  

．トl．」：い・  

≡二：1ヲ…：；  

生  物  
ア 魚介類  

＋
 
 

ll、 

1．．∴∴∴．  8 軟 鳥 肉 類  3．21   】 8．0  

3．31 0、2 5．21 0．l   9 卵  類  

ドア9 －  
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ロ）芋類 芋類の摂取ほ9月頃の収穫期を除いてほ，どの家庭でも摂取量が非常に少い．殊に馬  

鈴薯ほ農相の冬季のⅤ．C源として，叉アルカリ性食品の給源として，大いに摂取する必要がある．  

外国に於いてほ，農村でも魚肉の附き合せとして，叉サラダ料理に非常によく摂られている状態で  

ある．   

ハ）豆類 豆類に於いては大豆製品が特に多く油揚，納豆，豆腐として多く食されている．之は  

食品の加工が昔ほ各家庭でなされていた為，労働力の激しい農相でほ平常は無理であったが，現在  

では購入食品として容易に入手出来る為と思われる（第6表参照）．昧喩は苦から自家製造で三年  

味愴を愛用している．農相には古い味噂を尊重する習慣が残ってをり，10年昧愴を食してる地方も  

あるが栄養学的には問題である．納豆は日本独特の麻酔食品であり，農相に於けるⅤ．B℡の給源と  

して，大いに摂取する必要がある．   

ニ）疏菜類，穀類，豆類についで重要な農産食品は歳菜類で，新鮮な読菜類ほビタミン，無銭質  

の貴重な給源である．特に本村に於いてほ白米の多量摂取からくる栄養の欠陥を補う重要な食品の  

一つであると思はれる．併が之等の摂取量ほ農業生産の影響を受けて非常に少く，有色野菜必要量  

15鴨～200gに対して，僅かに9月は6勾，11月は73gの摂取量となっている．2月は1人23勾である  

が葱の白い部分だけ150gとなってるので，栄養組成については問麗であると思う．淡色野菜も同様  

その摂取量は必要量（100g～150g）に対して，9月は64g，11月101g，2月の77g，6月の61gでい  

づれも必要量に到達していない．殊に年間を通してその摂取量ほ一定でなく，冬季から春にかけて  

の6ケ月間ほ概して産業の摂取が少い様に思はれる．農相でありながら何故此の様な構成になった  

かと言うと，＼農業経営が米中心の経営であり，疏京島が僅かに一戸当り卒均3畝になっている併に  

起因すると考えられる．   

ネ）魚介肉類 動物蛋白質源としての魚類ほ本村は非常によく摂取されていろ．従って蛋白質の  

摂取量ほ概準を造かに上超つている．これは終戦当時行商人が米との物交である魚’をもって，村内  

第 6 表  各食品の横取順位及び数量  （一日一人数量単位はグラム）  

（昭和27年～28年調査）   
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に入る様になってから急速に高まり，今伺かうした方港で多量に摂取されている．摂取動物蛋白質  

の99％が魚類，肉卵類1％の数字を示している．種類も非常に多く摂られているが，いか・さん  

ま・ほつけ・たらが特に多い．村民が「米を喰う」という意味は「魚と米を喰う事を意味する」と  

言っているが，魚の摂取の変質も米の摂取と平行してきた様に考えられる．然し豊富になってせた  

為昔の′様に肝臓や頭や骨まで食べた時代に比餃して，カルシウム．Ⅴ．筏の摂取が少しも向上してい  

ない点ほ大いに考慮する余地がある．肉類ほ食物禁忌に対する昔の生活観が，それとなく凌透し肉  

類の摂取量は僅少である．   

へ）乳卵類 本村ほ農家数526戸の中養鶏農家440戸で84％の家庭で養鶏を行っている事になる  

が，摂取量が少く1人1日平均6g～3gとなっている．之は食物禁忌の影響と農家の主婦が現金収入  

の一つとして他へ売却する習慣がある為と考えられる．叉食味の点で卵より魚を愛好する習慣があ  

り，折角の栄養源である卵を売って魚を購入してる状態である．こゝで大いに卵蛋白質と魚類蛋白  

質の栄養価植を批判検討して見る必要がある．乳類の摂取は本村に山羊115頭，乳牛15靡飼育され  

ているが，乳類の飲用ほ瞳めて少く一日1．7g～8gとなっている．療準量の現在20g将来100gには相  

当の開きがある．乳類は最高の栄養食品であり，カルシウム，Ⅴ．B2の摂取の少い本村の食物構成に  

は，どうしても取入れなければならない食品である．   

へ）油脂類 油脂類の摂取量は療準量25gに対して音量の摂取量になっている．之ほ油を用いる  

料理法は，食習慣上あまり行はれておらず，90％が煮る焼くの単調な方港で料理されている傾向が  

ある・油脂源であるクルミ・ゴマ・エゴマの利用も少く，晴食に利用されている程度であるが，本  

村はⅤ．Aをカロチンの形で摂取している関係上，その利用率を高める点に於いても油脂類の摂取を  

療準畳まで高める必要がある．   

り果実類 果実類は本村ほ割合多く栽培されているが，商品物として扱ほれるものが大部分で  

摂取量は従って少い．トマトほ新しい食品である為あまり食用に供されていないが，無機質ビタミ  

ンの良き給源であり（1），血圧降下作用を有する物質が存在すると言ほれているので，大いにその摂  

取に努むべきである．   

チ）漬物類 一般こ農相に於いてほ漬物を食べる習慣があって，どんな家庭の献立にも，「飯，  

漬物，汁」ほ示されている．その漬物も第ヒ表の示す通り非常に種類が多いが，菰票一品だけの漬  

物で動物性食品，其の他の食品の混入した漬物は僅少である．筒ビタミンの損失は見逃す事が出来  

ないので，出来るだけ歳菜の摂取は漬物だ桝こ頼らず，新鮮な野菜の摂取に切り替えるべきであ  

る．漬物等の摂取による塩分摂取量ほ30g～35gとなっているが（2），塩分の過剰摂取は高血圧の担税  

率に影響を及ぼすと云はれているので標準量10g～15gに対して3倍になっている事から検討する必  

要がある．  

第 7 表  決 物 の 椎 類 （赤石村昭和27年11月 調査戸数さ0戸 数字は％を示す）  

野菜だけの漬物   

梅  漬   

大  根  培   

た く あ ん 漬   

胡  瓜  漬   

な  す  漬  

0
 
ハ
U
 
r
J
 
O
 
O
 
 

O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
 

l
 
l
▲
 
 
 
l
 
l
▲
 
 
 
l
 
 

京  葉  漬  30  

山  菜  法  20  

し そ の賓漬  10  

その他りんご法，菊の芥子  

漬，なんばん溝   

漬
漬
漬
漬
漬
 
 

ツ
 
 

英
 
喩
べ
 
‖
栄
子
 
 

ヤ
 
 

白
 
味
 
キ
 
高
 
井
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
 

0
 
0
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5
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（1），佗）原案「高血魔症の余儀」食生活第47巻第8渋  
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食慣行の生態調査（其の1）（麿翳，後藤）   

魚を況入した漬物  

に し ん 漬  0．2   

リ）海藻願 Ⅴ．A，Ⅴ．D・ヨード・カルシウムの給源として叉アルカリ性食品として，本村の食  

物構成には必要な食品であるが，調査世帯60世帯中僅かに5世帯が食してる状態である．   

C）各食品よりの栄養素摂取量の割合  次に各栄養素摂取量が主にどの食品によって摂取され  

ているかを，米国のそれと比餃して考察して見ると次の様である．（第8表）  

第 8 表  各食品よりの栄養素横板量の割合の比較（％）  

米  国  赤  石  村  

（岩手煉紫波郡赤石村 昭和27年調査）  

赤石村が熱量源として，穀類殊に米から80％摂取してるのに対し，米国に於いては37％となって  

いる．従って米国は穀類のみに依存せずあらゆる食品によって構成されている事が分る．更に他の  

栄養源を見ると本村は主に米・魚によって構成されているが，米国では乳類・肉類・緑黄野菜・其  

の他からのあらゆる食品によって均衡に摂られている事が分・る．   

2．）平常食構成の変質  赤石村が前述した様な食物構成になったのは趣く近代の事で，以前に  

於いては田よりも畠が多く，生産構造が臭っていたので自ら平常食の構成も趣きを異にしていた．  

今老人達の記憶をたどっての調査で確実性は欠くと思はれるが，当時の一日分の献立の分・つている  

ものを示すと次の第9表の通りである．即ち現在の白米食に対して主食に雑穀が使用され，大根か  

て飯等は1年間（11月～3月生大根・3月～6月干大根・6月～11月青い茎を入れる）食されてい  

子ニ．   

次に之等の摂取港であるが，精製ほ現在の様な動力の精米礫ほ勿論なく，雨の日を利用して1日  

2斗～3斗の米を臼で曳いていたが，精白程度は現代の半親米程度だと言ほれている．糠・枇米・  

めかす等ほ粉食の形にして使用されたが，いづれも兵器いもので，白米や白い粉は晴食の時のみ使  

用されていた桟である．野菜も種類が少かった為茎も菓も完全に食され，魚蘇は1週に平均1匝トノ  

2回程度であったが，頭骨等まで食されていた．之ほ農業凝皆の変質の他に，物の不足と自給の食  

一－83一－－   



岩手大学学芸学部研究年報 夢5巻（1953）第1部  

（紫波郡赤石村）  第 9 表  近世末期に於ける平常食の構成   

晩  

大根かて飯（5）   

歩  飯 牲）  

かて飯  

稗   飯（1）   

大根かて飯（7）   

翠   阪（3）   

粟   飯 除）  

干 葉 飯（1）  

雑   炊（1）  

其 の 他  

千 葉 汁 田）   

なつば汁 ㈹  

かて飯i≡。≡  
∴三‾一ご－．  
粉食i‡…≡言  

（2）   

（1）   

（5）   

（5）   

（3）   

（2）   

侍）   

（2）   

佐）  

也
 
 

′
り
 
 

の
 
 

其
 
 

7
 
 
1
 
 

主  食  ノ粉がゆ  
献  

1しながゆ（1）  

「しな園子（5）  

そばねり（1）   

小変園子（1）  
ノ 粉食1  

昧檜汁 
し叡園子（1）  

味噌汁 

清  物  

魚  塵   鱒 偽  

清  物  

魚  いかの切望．仕）  

雑 炊  匝）  

／腹腔つけ 佗）  

t腰  鮭  

備考 1・昭和28年2月調査 2・数字は会した戸数を示す（調査戸数37月） 3・大粒かて切横械・40  

年前の「大敗かて」今荷保存されてる家庭がある．  

習からきていると思はれる．   

今これを簡単に栄養学の面から検討して見ると現在の食物の構成は，熱量，蛋白質の点では充分  

であっても，他の栄養素でほ不足するが，近世末期の食事は一見した屏粗末で然も単調であるが，  

原食品や自然の相の食品を摂取してるので，現在の食物構成で不足する微量栄養素ほ非常によく摂  

られている（第10表）．こうした食物の構成に伴って脳溢血の損硯率も高まってきた様であるが生  

産構造の変質に即応して我々の栄養摂取港も大いに検討を加えなければならぬ．  

第10表 原金品及び食品の慶嚢部の発養憤一例（栄養食提数値要覚による）  
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食慣行の生態調査（其の1）（鷹翳，後藤）  

農  事  

1・農事食の構成 食慣行の上から農繁期前後に栄養を摂る食事風習が今伺戯けられている．つ  

まり初田植の御馳走や，まが洗い，早苗と称する稲の豊靡を祈願する祝を兼ねた栄養デーを行うこ  

とで，それによって一応の栄養祐充をするのである．今此の中から田植食に於ける献立を栄養学由  

に分析して見ると次の様である（第11表）．熱量源ほ90％は白米から取っており，蛋白質は魚から  

第11表  晴食による硫酸薬毒畳表（田植金）  赤 石 材（昭和28年る月調査）  

米   

納  豆   

若   布   

に し ん   

豆  腐  

魚   

塵  鱒   

竹  輪   

たまねぎ  

こんrこや  

く  

凍豆腐   

お浸 し  

佃  煮  
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5
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〇
 
．
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
 
〇
 
 
〇
 
 

0
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0
 
 
0
 
 

ワ
′
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1
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．
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〇
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1
 
 
0
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3
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叩
 
 

4
 
 
0
 
 
2
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1
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一
 
 

一
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0
 
 
3
 
 

1
 
 
 
 
（
 
 

所      よりの資料で農繁期に於ける必要量  2．椚は熱量に加えないで計算す  備考1・榛準量ほ螢働科学研究  

3．日本食品標準成分表による  4．佗の晴食の場合の米の量ほ1日3令～4合  

70プ左となっている．此の様に白米・魚の摂取量が多い為，第11表の示す通り熱量・蛋白質の摂取量  

ほ充分であるが，他の栄養に均衡を欠く為，微量栄養素は標準を遠かに下廻る状態である・   

農事食に於いてほ，農家の大部分は混炊する事が少く，混食地帯の農家に於いても田植には白米  

を食する傾向がある．農繁期中の白米1日の消費量は1人5合～7合に及んでいる．そこで白米の  

過食と農繁期労働による疲労が加って回復が遅れ，農村に多い脳溢血・神経痛・脚気を招く事にな  

る．農繁期の農民対策の中で，ビタミン丑類の補充程大切なものほなく，七分地米・大豆・雑穀・  

乳類の奨励によって白米食依存の習慣を改め栄養摂取の均衡に留意する事が肝要である・   

更に労働と食物の関係について考察して見ると，習慣上結労働・雇傭労働による田植の場合は御  

馳走を食べるが，日常の農繁期の家族労働に於いては何等考慮されてない状態である．今一年間の  

農繁期の種類と労働時間を表示すると第12表の通りであるが，此の中田楢食にのみ重点がをかれて  

第12表  農繁期一口 の雰働時間  

問i螢 働 時 間  
均して）弓  （田にいる時間）  

前   後   
7．00～7．00   

5．00′）7．00   

6．00～7．00   

7．00～5．00   

3，00～9．00  

才丁  

草
 
 
 
調
 
 

の
 
 

栽
 
 
 

関
 
田
 
閏
 
刈
 
脛
 
 
 

綬
 
取
 
入
 
整
 
 る傾向がある．今平常食・田植食・田植以外の農繁期食に分けて栄養摂取の状態を調査して見ると  

第1図の通りであるが，田植以外の農繁期食に於いてほ平常よりも下廻る状態である．之ほ畏繁斯  

中栄養を補給する事が分っていても，、経済的理由（1）と労働条件（9）はそれを許さないのが農相の現状  

托）農家経済と食生活の分析1953．4東北農事試験  （2）婦人螢働に関する調査所究1952・2東北農試験   

場膵密書8  場経営剖；  
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食慣行の生態調査（其のり （鷹滞，後藤）  

第 ユ 図  会判別食品璃取の比較   （昭和27午～28年調査）  

白 樺・・・・平常金  斜 線‥‥田植以外の農繁期金   果 棒‥‥晴金田絶食  

である．殊に栄養の賂方である労働力が，生産労働に動員されその為に食事の厳に専念することが  

全く損来ないという事実がある．然し農民の過労を防止．して農業座産を高める意味に於いても，そ  

の根本である栄養と労働の均衡の保持に努力しなければならないと思ふ．  

2．農事食構成の変質 近世末期に於ける農事食ほ『岩手を作る人々』（1）の中にある隣村の不動  

村を資料として，農繁期の労働の種類と献立を示すと第13表の通りである．即ち労働の種類によつ  

第13表  近1妄ヒ末期に於け る」負草食献立  

雰 働 の 種 激  献  月  日  

善l・11  

1．20  

いわし，肴頭，陪，角切餅1ケ  

米と粟飯，肴頭，陪  

（1）森寡兵衛著「岩手を作る人々」p．272～277  

・－一一 871一一－1・   



岩手大学学芸学部研究年報 夢5巻（1953J第1部  

赤魚頭暗，いれ光男1盃，女牛盃  扱   椎   蒔  

蓬餅（粟入れ），小豆に入れる  田  打  

粟がゆ（小壱），酒叉ほにしん（男10本，女5本）  架  蒔  

そば餅（小者）L2つ  

諾月の場合  兇飯（／ト蕃）汁と漬物  

（赤魚にて吸物  

1洒魚，米案飯と汁と大枚陪  

柵  打  

米審飯，汁，漬物   

米飯，汁，漬物   

小豆と米と一握サ  

米審飯，汁と大根乾瓜・わかめ，にしん  

5． 5  田  植  

早  米飯，赤魚か鱒，肴の大根姶，にごり酒  

j朝 飯とにしん，清酒男‾盃，女牛盃  

I小 壷 粟がゆ，又はにしん男10本，女さ本  
大 枚  蒔  臼  

食
 
 
 

米飯，大敗芋頭汁，濁酒  

稲 苅 仕 舞 餅  

苅  上   餅   餅二切づゝ， 親米飯  

備 考 「岩手を作る人々」参照  

て献立が作られ，田植のみでなく平常の労働日にも詳細に献立が考えられていた．主食にほ雑穀が  

食され餅の場合でも現在の白餅に対して；草餅・粟餅が摂られていた．小昼も現在の様に1升から  

6ケ位摂る白米握飯に対して，黄粉附きそば餅等も見られ，白米中心の農事食とほ趣きを異にして  

いた．かうした構成は平常食と同様，畑作が多い為米に不足してをり，平常食が非常に粗末であつ  

た為家族労働日でもその献立忙考慮が払われたものと推定される．然し栄養学約に見ると近世末期  

の食事ほ現在の構成に比較して，ビタミン・無機質の点で充分であり，労働と栄養の平行が保たれ  

ている点は注目に価する．之等の構成が現在の様に卒常食と同様，白米・魚に依存した構成に変化  

してきたのほ，やほり農業経営の変質からくる生産物と労働形態に起因すると考えられる．  

年 中 行 事 食   

日本人の生活には「晴＿1と「け」との大きな流れがあった．これは食物に限らず衣や任の面にも流れ  

ていた・即ち晴の日には，家を時の状態に清掃して喘衣を着て，暗食を食べるのであるが，ここで  

ほ特に晴食の摂取港と食物構成について検討を加える事とする．  

1・年中行事食に於ける食物構成 年中行事食に於ける食物構成ほ第14表の通りであるが，旧家  

と分家・老人の有無・農家と給料生活者の家庭によって夫々差がある．全般的に略されつゝあるが，  

－－68－   



食慣行の生患調査（其の1）（鷹欝，後藤）  

之は或る旧家の晴食に於ける食物構成である．  

第14表  晴食に於け る 食物構成  

（朝）薙菱餅  

暗（魚鮭の頭を入れる）  

田作  

こんぷ，煮豆  

数の子，たこ  

その他（車夜）ほ白光飯を食  

正月 元且  

彼岸入彼岸  

中 日  

蓬彼岸  

丸い園子，饅頭  

餅  

赤飯，丸い国子  

81降 誕 祭】赤飯，五色の野菜料理  
三 ケ 日  
お嫁きんが   
仲人さんえ  
お経参りする  

（朝）とろゝ御飯  

あらまき  
八十八夜l蓬餅  

7トヒ 草l七鞘  

○農ほだち  

（農ほじめ）  

（朝）年取りの鏡餅を焼いて  

黄粉餅にて食う  

常居の板どころに引臼（女  

臼）をすえて芯棒をたて米  

の扮でマユ型を作りミヅの  

木に飾りつける  

○田  植 （小正 月）  

（朝）小豆粥に牛坂りの鏡餅  

を入れる  

（夜）牢破りの棟な御馳走  （番）うどん又はそうめんを  

会す  
かゞみ開き  白粥（餅を入れる）又はふ  

きとり餅（黄粉）  赤  飯  

精進料理 てんぷら  

’炎 ．・■  

酢のもの  

和えもの  

ところてん  

そうめん  

う ど ん  

つ莱 刈 り  

鍬合おろし  

小正月に故に供えた餅と粟  

の形にこしらえた餅を靡い  

て食べる  

お  盆  

二月年牒＝  （夜）年越しと同じような酒  

肴をまじえた料こ哩  

馬頭観世音l餅，赤飯  

20】廿 日 盆上江目顔   
門松おくり  小豆鵬   

元旦に紳橡に供えた餅を   

入れる  

餅  
赤飯，酒肴料理  

氏紳親書堂  

の祭・典  
7  

（新）  

餅（新来で作る）  

焼米  

今年代の豆東萩豆及其の他  

野菜類を供える  

斎飯  

団子  

名  月  
分l餅又は赤飯  

宗）桓徳太師棟l赤竺竺竺  

稲生節句  

（雛祭）  

草餅，花餅，切山椒．お藩  

司，のり巻，稲荷ずし  
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岩手大学学芸学部研究年報 弟5巻（1953）第1部  

13ほの鵬芸さ赤飯  

15腰上ヒ頚猿芸‡赤飯又は餅，酒肴で祝う  
171警書棟芸l赤飯  

雲圭赤飯，油嵐卵  

23慄戒棟宗一小豆周子  

261煤  ・梯lとろゝ飯  

281餅 つ き ⊇町使い  

29 r女の年取l白米  

（宗）】冬  至l赤飯，南瓜，園子を会す  

餅又白米飯  

あらまき 焼魚  

かれい お吸物  

たこ  

ちくわ  

ひずなます  

数の子  

田作りのごぼう  
炒り  

習慣食で  

主として  

供えるも  

の   

年   感  

白米飯，酒肴で祝う  

備 考 ① 之は昭和27年～28年に於ける一ケ年間の現在行なわれている晴食に関する調査である・  

㊥ 情念中○りついているものほ農事金，其の他は行専念である．  

之等の摂取による栄養取成及び栄養摂取量は（第11表参照）平常食に比べて，曹・魚・海藻が多  

く，従って熱量・蛋白質は必要以上摂られている．然も此の日は労働を休んで暗食が供されている  

ので，自ら調理の方港こも特徴が見られる．即ち粉食加工が多く餅・団子・合えもの等臼・摺鉢・  

引臼を使用する調理港や，調矧こ長時間要する煮〆，大豆料理が硯はれている∴   

かうした行事食の構成は，平常の食物構成に不足している栄養に均衡を与へ，又神仏祖霊との相  

饗，季節食等によって単調な農民の生活にうるおいを与えている．  

2・年中行事貪構成の変質  近世末期に於ける年中行事食は全村あげて晴食を食べ休んだと言は  

れているが，現在よりも労働が激しく，前述した通り単調な平常食に，栄養の均衡を与へる意味に  

於いて重要な役割をもっていたと考えられる．此の食回数も1週1回の割合で年51何となっている  

が，現在の平均31回に比絞して遠かに多い．使用される食品も晴と平常の食品が判然と区別されて  

いた．即ち第16表の示す通り，穀類は平常五分地米・批米・玄米粉に対して，白米・白米粉が使用  

され，魚類も平常塩魚に対して，赤魚其の他多くの種類が用いられていた．  

平常食と晴食との相関関係の変質   

以上の相関関係について其の食物構成の変質を検討して見ると第15表の通りである．   

農業生産の変質と，精米肇の進歩によって，4類の穀類・澱粉類に於いては殆んど哺と卒常の差  

がなくなり，精製食品である白米が一年間通じて使用される様になった．3類に於いては主に購入  

食品であるが，生活の近代化の影響と経済的条件の向上によって均一化されているので，動物性蛋  

白質の摂取量は非常に高まっている．飼犬豆製品は家庭加工から，委托加工及び購入食品に変化し  

たので（第16表）殆んど平常食に移行してる状態である．依然として晴食にのみ使用されているのが  

5類，6類である．調理の方法こ於いても近郊農相である為，都市の影響を受けて，おすし，ライス  

柵90－   



食慣行の生態調査（其の1）（騰翳，後藤）  

第15衣  食 物 構 取 の 襲 質  （近世末期～現在）  
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岩手大学学芸学部研究年報 第5巻（1953）節1部  

（備考）近世期の年中行事食は「岩手を作る人々」より参照し他は打．和27年～昭和28平にかけての調査に依る。  

カレーの様な新しい方法が行はれつゝある．従って全般的に晴食の食物構成が近世末期に比較して  

平常食に移行しつゝあると言えるのである．   

と角農民にほ生活全般にわたって，平常の生活を粗末に取り扱ふ傾向が今伺蘭いのであるが，栄  

養は日々の体の消耗を補うものであるから，一時的に多量の摂取を行っても無駄である．そこで此  

の様な傾向は栄養摂取の均衡の点から非常に望ましいと思う．然し調査家庭の中にほ，平常がその  

まゝで晴食のみ略されつゝある家庭があるが，此の場合ほ大いに検討する必要がある．  

以上食物構成を平常食と晴食に大別して説明してきたが，何れも白米依存の傾向が強く，米・魚  

漬物の構成である為，歳菜・乳卵・海藻からの無機質・ビタミンが不足している．何食品配合のア  

ルカリ度についてほ，日本人食糧構成試案の穀類485gに対して芋類，野菜果実類650gによって卒衡  

状態が操たれているのであるが，本村はどの食物構成に於いても穀類500g～600gに対して芋類野菜  

一一92－   



食樹行の一生題詞査（其のり （贋弊，後藤）  

果実類が200g前後になっている事から酸性食品である白米に偏ってるという事が出来る．かうした  

栄養の偏重は村民の疾柄の出現率に影響を及ぼしている．今その一例として岩手産大木村民の赤石  

村の脳溢血の出現率についての調査を見ると次の様である．  

赤 石 村 44％  荒洋村（山村） 24％  古漬村（漁村）、23％   

更に食物構成の変質について，近世末期の食物を取りあげて之を此奴考察したが，現在の食糧は  

昔に比較して豊かになってきてはいるが，摂取の方港では必らずしも向上したとは言えない．即ち  

原食品を自然の相で食している時代に比放して精製食品を愛好し，栄養学的に貴重な部分ほ家畜笹  

やっている現状である．かうした摂取の方港でほ近世末期より熱量ほ充分であっても無味質ビタミ  

ンにほ不足するのである．備礪食と卒常食が接近して日常の食事が豊かになってきている事は望ま一  

しいが，不足栄養素の摂取は少しも向上してない状態である．此の様に赤石村ほ農業生産の変質と  

農地改革の問題，精米機の発達によって，以上の様な構成に変ってきたが，水田の少い畑作経営を  

壬とする地方には今庸近世末期の様な食物構成を残していて，従って健康状態も良好である．  

4 食物摂取法の慣習  

以上赤石村の食物構成と，それを規制する諸条件について色々述べてきたが，更に食物摂取に当  

っては，地方的に夫々異る慣習があり，栄養状態に影響を及ぼすことが大きいので，赤石村に限ら  

ず，岩手県下の慣習も併せて検討して見る事とする．  

1．調達の慣習とその変化  農山村は衣食住の資材を生産するのが壬生菜であるから，苗い生活  

ほ自給自足を本態としていた．特に東北地方の隔滝された地域等では，不足勝ちな不自由な生活で  

あることを意識せずに，自給の生活忙励んでいた．食物の固に於いても，生産から調理加工に至る  

まで．すべて家内労働によってなされていた．そこで昔の農相の調理は，味檜・醤蘭・豆腐・納豆  

を作り，穀類を精白し粉にする事自体が調理であった．その為調理に要する婦人の労働時間は莫大  

で，自ら単調な構成にならぎるを得なかったと考えられる．それが二睨在では第16表の示す通り農相  

婦人の家内労働から分離されて購入食品・委托加工の形で調達される様になった．之によって調理  

による婦人の労働は短縮され，農事の休日であ′る晴の日にしか摂取する事の出来なかった粉食・豆  

製品が殆んど平常食に移行する等食物構成に大きな影響を及ぼしている．  

節16義  金品の調達及び加工の欒質  

近  世   末   期  現  泰  

加 工 時 期  加 工 時 期  

機   械  
4  月  頃（2）  

足  ぶ  み  
4  月  頃（3Eり  

6  月  頃（2日）   

10 月  頃（15日）   

i2 月  頃（3日）   

正月，お盆，祭，円植   

1：～5 月 頃   

正  月   

春  秋   

12～4 月 頃  
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粉
 
粉
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飴
 
 

番
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う
 
そ
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〝（引 臼）   

〝（引 臼）   

〝（手製）   

〝  

〝  

／／  

〝  

†′  

酒  （濁）   

甘  酒  

田植 正 月   

M柑〔」l二Ij  

備 考 昭和28年調査によるものである．  （）の数字ほ加工に要する日数である．  

2・食物の禁忌の習慣 禁忌の風は，獣鳥魚肉についてほ仏教信徒の家庭や部落にあり，野菜等  

に対しては昔そのものを食して中毒したものや，死亡したものもあり，或は祈願した事から起きた  

ものと思はれる・或ほ叉「当家でほ何々の野菜を作られぬ」と云うが如き風習もある．全般的に見  

て獣鳥魚肉の禁忌は集団的に行はれてをり，野菜等は個人的なものが多い．今その一例をあげて見  

ると次の様である．  

例1「きうりを蒔きに行った長男がそのまゝ騙ってこないのでその家ほきうりを蒔かない・」  

（遠野地方のT家）   

例2 「昔或攻入が水を求めたがそれを断り，きうりを求めたがそれも断った．そこで怒って次の日から疫病佗  

はやらせた・」  （二戸 荒渾 1家）   

例3 「午努を蒔かないのに庭先に仕えた・その年に限って常家の主人がなくなった．」  

（江刺 田原 K家）   

例4 遠野物語り、の中に「姓を喰はぬ家‥‥云々」とある．   

例5 「宗教信仰上から獣魚肉卵類を食さない．1  （二戸 C部落全体）   

例6 「彿教信者になってから⊥週間，信者になったHと，25臥28日の短月3阿，華の11月25日から12月28打  

まで精進の残数魚肉卵類を会さない・」  （二戸 F部落）   

例7 「昔から肉類を食べない併であったが，或時肉を食べたら，その日他所から御彿様の掛固がとんできて前  

の梨の本にかかつていた・その彿操は日の神経で之を賀行しないと目を患ふ」（紫波 赤右 f家）   

例8 「家の前の田で戦死した璽の籍」  （紫波 菰石 K家）   

更に禁忌家庭の食し方であるが次の4種類ある．  

1・絶対に会してほいけない場合   

2・母屋以外の場所鳥屋か木小屋で調理したものほ会してよい場合   

3・他家でほ食してよい場合   

4・病気の時ほ紳僻の許しを得て回復するまで食べていい場合   

かうした習慣ほ生活文化の未開地方程多く，県北，北上山間部の調査でほ，部落が集団的に叉旧  

家及びその分家まで固持されて，食物の構成をこ不均衡を来し，健康に大きな影響を及ぼしてる場合  

が多い．次にいくつかの例をあげる．  

例1「生活程度上位，鷲家で配合酌地位も高い家庭Ⅰ代目死亡，2代目50才まで失明，3代目子供B人中4入  

党天性弱質で死亡」  （上閉伊 丁家）  

例2 「子供達が夜盲症，風邪にかゝり易い」  （上閉伊 F家）  

例3 「子供全部夜官症及び皮膚病にかゝり，8才なるも5才の発育程隆上梓に離乳彼その傾向が強い」  

（1）柳田闘男著「遠野物語Jp．139  

－一一 9ヰー－l   



食慣行の生意訳査（其の1）（鷹鍔，後藤）  

（二 戸  S 家）  

例4 「5人家萩中4人死亡，原因は結核」  （二 戸 E 家）   

以上禁忌による食物について述べてきたが，其の他姫産嬉に対する禁忌（1）等もあり，かうした食  

慣行ほ恐ろしい程固持されて，村民の体位を低下させつゝある現状が多く見受けられる．番村に於  

いては，近郊農相である為，生活の近代化の影響を受けて調査表症60の中2家庭だけでかうした思  

想は村全体を見ても，老人を除いては，殆んど固持されていない．非常に好しい傾向である・  

3．喰べ合せ  此の習慣も苦からり伝承で固持されている．これは個々に食べた場合はよいが，  

二つ組合さった時毒革のある成分が生成される事は，栄養化学でも，医化学でも考えられないが，  

食した場合の身体の調子が悪かったか，食物自体が腐敗していた為中毒を起したか，格別消化の悪  

いものを取り合したかの原臥こよるものと考えられる．今其のヤ例を示すと第17表の通りであるが，  

これによるとご同質の組合せは割合に少いが，異質の組合せが非常に多く，其の他蛋白質性食品と  

酸類の組合せが多い．  

第17菱  食べ合せ俸二欧の分類表  

1．あ さ り と せ   り   

2． 鰻  と 梅  干   

3． 鮪  と 梅  干  

（
動
物
性
と
植
物
性
）
 
 

異
 
質
 
の
 
組
 
合
 
せ
 
 

た  こ と  梅  4
 
 

5・牛  乳 と  梅  

6．蒲  鉾 と  梅   

7．牛  乳 と 酢のもの  

1． 卵  と かき（見）   

2． 絶  と  耳  

同
質
の
組
合
 
せ
 
 

1．き う り と  耳  

2・ 柿  と  餅  

備 考 森寡兵衛致授所蔵の「食品忌嫌風習」昭和10年度調査費斜に放り分類   

我々はかうした信仰の問速からくる食慣行や長い間の伝承による禁忌思想からくる，食物構成の  

不均衡を，どの様に極度に防止するかを考えるべきである．  

結  

以上本村の食物構成が，生産様式と生活慣習との歳合によって成立し，その変質によって如何に  

食生活が規制されてきたか，更にその食物摂取の不均衡の原因並びに，改善の焦点が何処にあるか  

を検討してきた．即ち赤石村ほ30年間に北上に沿うた稲作経営に即応した土壌と地位を持っていた  

為，次第に畑返新田に切り替えられ，米を壬とする重殺式経営に変り，畑作は次敷こ減じて単純化  

され，僅かに自家用の昧愴・漬物用疏菜の栽培を圭とする様になったのである．燃も役畜農業を再  

（1）鷹紫論文「妊娠・青鬼に関する地方俸承」1943・7 家事及数絵馬載  

岬－95－   



岩手大学学芸学部研究年報 界5巻（1953）第1部  

っている為，飼料を必要としているが，飼料作物を栽培する余地がないので，進歩した精白磯を利  

用して，精白を高度にし，糠を飼料とする方港を取った為，米の栄養価を減じて多量摂取を行わざ  

るを得ず，白米・魚の多量摂取に配合されるべき蕗菜の不足叉食慣行の固からの乳卵肉類の不足  

等，食物摂取に不均衡をきたした．更に農繁期の労働と食物の不合理な摂取等からくる過労等も加  

わり，本村の農民の脳溢血其の他の疾病の誘因となって規はれた事は，憂慮すべき問麗である・こ  

れは生産形態の変化に即応した食物摂取の改善が適正に行われなかった為であると考えられる・   

そこで之等を解決する為の基本的栄養改善は農業生産が農民自身に栄養性のある食べ物の生産と  

併せて，換金農業との綜合性ある農業計画が夫々考慮されなければならない・農業座産の計画性が  

栄養的に行ほれる事ほ，栄養献立実現の前提ともなるのである．現在の様な栄養科学一本の栄養料  

理の献立発表や講演会では，栄養改善の手段にはなるが，栄養源のない農相でほ恒久性のある栄養  

改善ほ困難である．   

現在健康増強の食物摂取の方法こほ，米国等の様に精白食品を摂取して，強化食品や薬剤で微量  

栄養素を補充する方法と，近世末期の食物摂取の様に原食品によって摂取する方洪の二通りあると  

考えられる．一腰に赤石村に限らず水日］化の高い主薬経営農相の特徴として，その中問の方法が摂  

られている併に問寵があると思はれる．そこで出来るだけ早く精白を極度に防止して，食品内在の  

全栄養を包含した完全発揮の調理港に移る事が大卯である・   

叉平常食，巨i植以外の農繁期食を無税した，高蛋白料理をもつ饗応食の再検討，食物禁忌の習慣  

と対応して，疇食に於ける食慣行の奨励等こうした問題ほ色々あるが，お互いになんとも思はぬ慣  

習の中に育つ食生活の改革だけは，科学だけでほ困難な点が非常に多い事を病臥こ感ずる。  

附 記  

本研究に常り資料提供，御敦苺をいたゞいた岩手大挙撃蛮畢部森嘉兵衛教授並びに御協力いたゞいた杜合致  

育課及び紫波郡赤石村調査家庭の方々に深甚の謝意を表すると共に，本研究の一部は昭和27jl三度文部省より  

の科挙助成金から仰いでる事を記して撃恩に感謝する次第である，  
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岩・日】久 住・食 品 化 撃  甲 賀 正 賓・集団給食健児・同  上  

森  素■兵衛・岩手を作る人々・岩手日報祉  大 磯 敏 雄・日本食品標準成分表・同  上  

柳 田 閲 男・食物と心臓・創 元 祀  食物科撃研究肝・数 値 要 璧・雄 山 闘  

民俗撃研究所・年中行事固故  国民栄養協骨・食 生 活  

山 口 鰯一郎・束北の食召・河北新報社  

Sll｝℃m a r y   

Akaishi－mllra，ShiwaguIl，IwatekeIl，the pl沌Ce under sttldy，is aricel汀Oducing farmr  

ing centre．Together withits position，both politically aIld geographicauy favourable，the  

natllre Ofits soiland water suitable aIldits farmitlg SyStem an aSSet eCOI10mically，the  

years have added to the growth and acqlurement Ofits present forln・   

It has been revealed through variousinvestigatioIIS that this ricel）rOdllCing village，  

Akaishi，has a characteristic eating custom a－1d onstudyingit from the poiTlt Of nourishm－  
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ent found tobellnbalaIICed，Whicheve11tua11y hasled七Othisattempt ofimproviIlgOnthe  

SitllatioIl・The suggestioIIS arethat rice beIlOt OVerへPOlished，tO plaTlthe farmingwithan  

eye toharveStingIlutritiousfood and that moresea prodllCtS，milk and eggs be co11Sllmed．   

The point tobe carefulof hereisthat the nourishment of the villagerscaIlnOもWell  

beguaged fromits pr（通11Ce nOr by thevariety and amouIlt Of nutrimentit purchases．   

InvestigatioIlmethods，Whatfoodsareact11ally coIISunledandeatinghabits formedby  
yearsoflife on aJapanese farm，ノmuSt be borl】ein mind．   

ⅠIICidentally this study dealswitheveryday meals，busY farmingr杷riodeatablesal通  

SPeCialoccasio11dishes．PossibleimprovemeIltSinthese eating customs have beenolltlined．   

Originally Akaishiwasawellrbalanced，part．rice，Part→Vegetable prod11CingceIltre，but  

With theintroduction of advanced farming methods the narrowed range of food directlY  

available，became the root of an unbalatlCed diet．   

The objectof theseiIIVeStigations have been to remove thellndesir8ble developments  
Whichexisちbecause of prevailing collditionsand tointroduce anea七ing course whichshould  

helpthepeOPletobettertheirhealth・Ifsuchbeadopted anew food eraalong with far－  

mlng methods to meet the situation may be the outcome asisdesired．  
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